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近年、既存住宅の空き家化が問題視されており、住宅業界におけるEmbodied CO2削減の観点からも住宅

ストックの活用が求められている。既存住宅の流通も欧米諸国と比較すると極めて低い水準で、耐震性能や省

エネ性能が不明瞭であることが主な要因の一つとして挙げられる。また、政府の「住生活基本計画（全国計

画）」では、令和12年までに住宅性能が明示された中古住宅の割合を5割にすることが目標とされているが、断

熱性能（UA値）は新築時の設計図書から計算されるため、設計図書の紛失や建材の経年劣化等により、現状

の断熱性能が把握できていない既存住宅は少なくない。

そこで本研究では、研究室で開発した「室内外環境及びエネルギーの見える化システム」を導入している住宅

の収集データを利用し、環境モニタリングを活用した住宅性能診断の有用性の検討をおこなった。

本見える化システムは、屋外や居間に設置した温

湿度やCO2濃度センサとZigbeeを利用した無線通

信により環境データをモニタリング・収集する仕組

みで、多くのセンサは電池駆動であり、新築住宅に

限らず、既存住宅に後付けで、しかも居住者自らが

容易に設置できることが大きな特徴である。

計測データは親機ユニットを経由して専用のサー

バに蓄積され、居住者はスマートフォン等の「見え

る化サイト」で情報を閲覧できる。
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右図は、前述の見える化システム設置住戸につ

いて、 “冬の洗面脱衣室の日最低室温の分布”を

使って省エネ基準レベルを簡易的に診断したもの

である。診断基準は、温熱環境シミュレーションに

より得られた省エネ性能と最低室温の相関から設

定している。

竣工年が古くなるほど洗面脱衣室の日最低室温

は低下しており、おおよその省エネ基準レベルが推

計・診断できている。

J,Mのように洗面脱衣室の環境が特殊な場合で

も、暖房室と隣接していない1階の非暖房室データ

を使えば同様の推計は可能と考えられる。
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竣工年 (2020) 2018 2017 2017 2016 2014 (2019) 2019 2017 2017 2015 2015 2008 2005 1999 1989 1986 1980 1975 1975
UA値 0.46 0.21 0.41 0.7 0.46 0.63 - 0.47 0.45 - - - - - - - - - 1.3 -
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推計 日最低室温[℃] 色レベル

HEAT20 G3相当 15.2～
HEAT20 G2相当 13.7～15.2
HEAT20 G1相当 12.5～13.7

省エネ基準 H28相当 9.8～12.5
省エネ基準 H4相当 6.0～9.8
省エネ基準 H4以下 ～6.0

適正な推計が難しい住宅

適正な推計が可能な住宅
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洗面脱衣室の温度データを使用した省エネ性能診断

・地域区分6地域の関東圏に全住戸が立地している
・資料を受け取っていない等の理由からUA値が不明となっている住宅が多い
・「Q´」及び「K´」は断熱改修工事後のデータを使用している
・「J」は洗面脱衣室が2階にあり、「M」は洗面脱衣室が居間（暖房室）と隣接している

まとめ

本研究では、冬の非暖房室の室温データを使って既存住宅の省エネ性能診断を行い、一定の有用性が確認

できた。この環境モニタリングは、断熱改修前後のデータを提供することによる断熱改修工事の評価・推進や、

床下空間の湿度データ利用による長寿命化に向けた適切な維持管理などにも活用が可能である。
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